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最初はちょっとした違和感が…
痛風（つうふう）は、ある日突然、足の親

指などの関節が赤く腫れあがり、猛烈に痛む

厄介な病気です。

ふつう、ちょっとした違和感があって、し

ばらくすると関節が痛みはじめ、熱をもって

きます。その後１～２日で痛みが最高潮

に達し、一歩も歩けなくなることも珍し

くありませんが、数日後には痛みがやわ

らぎ、２週間もすれば痛みが消えるので、

つい治療を怠ってしまいがちです。

たかが足の痛み、と軽くみると…
痛風の原因は尿酸という老廃物です。尿酸

が体内に、とくに関節に異常に蓄積すると痛

風発作を起こします。年に１～２回発作を繰

り返すのも特徴です。しっかり治療しないと

発作の回数が増えて治りにくくなってしまい

ます。そして、尿酸が

関節だけでなく腎臓な

どにも溜まり、合併症

も出てきます。「たか

が足だ」と軽くみては

いけません。からだ全

体の病気なのです。

尿酸値を測ってみましょう
尿酸は、実は痛風が発病するずっと前から血液中で増えている

ものです。ですから血液検査で尿酸値を測ることが痛風対策の第

一歩です。遺伝的な要素があるので、血縁に痛風の患者さんがい

る人や生活習慣病の人も要注意です。肥満、高血圧、ビールをよ

く飲む、早食い、大食いの人は尿酸値が上がりやすいのです。

痛風にかかるのはほとんど（９５％以上）男性です。以前は中

年以降の病気といわれましたが、最近では３０代の発症がもっと

も多くなっています。痛風が気になる方は、かかりつけ医によく

相談のうえ、一度、血液検査で尿酸値を測ることをお勧めします。


